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室は約 10 年前に同小学校内で放課後の教室として開始した。中心メンバーである O 氏は当時


































































































































（２）2019/12/9 報告 於兵庫図書館職員研修 
（３）2020/2/17 報告 於新長田図書館職員研修 
（４）2020/2/12 報告 於多文化共生チーム研究会 
 
※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。 
